
九
星
と
易
断
に
よ
る

八
月
・
九
月
の
運
勢

気
学
で
は
申
の
五
黄

八
月
七
日
（
立
秋
）
節
入

気
学
で
は
酉
の
四
緑

九
月
七
日
（
白
露
）
節
入

時
事
放
談

第
二
七
回
参
議
院
選
挙
は

七
月
二
十
日
に
実
施
。
今
回

注
目
さ
れ
て
い
た
の
は
与
党

の
自
公
は
過
半
数
割
れ
す
る

か
、
と
い
う
こ
と
。
そ
の
下

馬
評
通
り
、
衆
参
で
少
数
政

権
と
相
成
る
結
果
で
し
た
。

選
挙
前
の
七
月
十
九
日
に

自
公
民
の
議
席
は
、
と
み
る

と
。
地
水
師
の
六
五
で
、
爻

辞
は
弟
子
尸
を
輿
う
。
貞
凶
。

浮
沈
に
関
わ
り
厳
し
く
な
か

な
か
浮
上
で
き
な
い
見
通
し

で
す
。

で
は
、
野
党
全
体
で
は
？

火
天
大
有
の
九
四
を
得
て
、

其
の
彭
た
る
に
匪
ず
咎
无
。

彭
と
は
強
く
盛
な
る
意
味
が

あ
り
、
権
威
を
表
し
勢
い
が

勝
る
も
の
で
両
卦
を
比
較
し

て
直
ぐ
に
頷
け
る
卦
で
す
。

政
界
か
ら
新
し
い
時
代
の

到
来
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

新
た
な
幕
開
け
と
も
な
る
要

素
が
如
実
に
表
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
国
会
が
乾
為
天
の

九
二
で
見
竜
田
に
在
り
、
大

人
を
見
る
に
利
し
。
竜
地
上

に
現
れ
る
と
す
る
の
で
旧
よ

り
新
へ
と
展
開
す
る
兆
し
が

窺
え
る
猛
暑
七
月
で
し
た
。

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

水
天
需
上
六

九
月
筮―

雷
火
豊
九
四

八
月
は
慎
重
運
。
無
理
を

し
な
い
で
暑
さ
を
凌
ぐ
。
仕

事
は
マ
ン
ネ
リ
気
味
。
家
庭

平
穏
で
も
住
居
は
気
が
か
り
。

チ
ャ
ン
ス
は
二
度
あ
り
復
縁

吉
。
不
意
の
出
費
に
用
心
。

九
月
は
活
気
が
出
て
忙
し

い
。
仕
事
は
才
腕
を
生
か
す

が
調
子
に
乗
ら
な
い
。
家
庭

に
予
定
の
行
事
と
夫
婦
睦
ま

じ
く
、
体
調
は
安
心
ベ
ー
ス
。

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

地
火
明
夷
九
三

九
月
筮―

沢
雷
随
九
四

八
月
は
表
面
に
出
な
い
問

題
に
気
疲
れ
あ
り
。
習
慣
や

旧
事
の
教
訓
を
生
か
す
。
本

業
優
先
で
い
く
。
横
や
り
入

る
が
相
手
に
せ
ず
。
身
近
に

口
難
。
蓄
財
吉
。
体
調
安
全
。

九
月
は
温
和
さ
が
吉
。
交

際
面
は
剛
に
な
ら
ず
柔
軟
に
。

仕
事
は
格
好
よ
り
真
摯
に
対

応
。
家
庭
は
文
句
よ
り
笑
顔

で
語
る
。
足
腰
の
疲
れ
あ
り
。

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

山
火
賁
六
二

九
月
筮―

天
風
姤
初
六

八
月
は
活
気
が
緩
む
の
で

慎
重
に
。
仕
事
は
予
定
通
り

私
事
に
つ
い
て
は
懸
案
処
理

旧
交
温
め
て
世
間
の
様
子
を

知
る
。
金
銭
は
筋
が
通
れ
ば

払
う
。
食
欲
あ
れ
ば
体
調
吉
。

九
月
は
起
伏
が
あ
り
用
心

し
な
い
と
躓
き
や
す
い
。
不

意
の
相
談
に
は
乗
ら
な
い
で

平
静
を
保
つ
。
金
銭
は
支
払

い
増
。
夏
風
邪
は
長
引
く
。

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

地
風
升
六
五

九
月
筮―

火
雷
噬
嗑
六
二

八
月
は
伸
展
途
上
の
内
容

を
伸
ば
し
不
利
益
な
ど
は
処

分
。
仕
事
は
信
用
高
く
商
談

に
良
い
。
家
庭
は
厄
介
事
が

生
じ
や
す
い
。
投
資
に
よ
る

増
益
を
図
る
。
体
力
は
復
調
。

九
月
は
前
月
の
残
務
継
続

に
新
規
事
を
加
え
、
忙
し
い
。

仕
事
厳
し
く
悩
み
あ
り
。
愛

情
問
題
に
耐
え
る
。
友
情
は

篤
く
吉
。
出
費
を
抑
え
る
。

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

風
雷
益
上
九

九
月
筮―

沢
地
萃
上
六

八
月
は
運
気
の
波
が
大
き

く
、
無
理
な
日
程
を
組
ま
な

い
。
対
人
関
係
は
気
苦
労
が

あ
り
深
入
り
避
け
て
。
猛
暑

の
影
響
で
疲
れ
が
溜
ま
る
。

協
力
者
を
得
て
下
旬
好
転
。

九
月
は
意
欲
が
出
て
充
実
。

収
穫
を
得
る
。
成
長
の
糧
と

な
る
目
標
に
向
け
進
め
る
。

家
庭
に
対
話
と
再
縁
吉
。
金

運
は
堅
実
。
心
身
を
守
る
。

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

天
火
同
人
六
二

九
月
筮―

山
水
蒙
六
三

八
月
は
小
事
は
良
い
が
大

事
は
手
出
し
せ
ず
、
日
々
穏

や
か
さ
を
望
み
世
間
並
み
に

交
わ
る
。
仕
事
は
不
安
が
取

れ
て
好
転
。
家
族
へ
誤
解
せ

ず
優
し
く
。
健
康
は
若
さ
が

戻
る
。

九
月
は
体
調
治
ま
り
一
息

つ
く
。
気
持
ち
ゆ
っ
た
り
、

仕
事
は
苦
労
後
に
喜
ぶ
。
家

事
と
住
居
は
気
に
な
る
が
吉

に
変
わ
る
。
物
資
購
入
あ
り
。

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

地
雷
復
六
三

九
月
筮―

風
沢
中
孚
六
三

八
月
は
小
さ
く
安
定
運
。

公
私
共
に
ゆ
っ
く
り
構
え
る
。

私
事
の
用
事
が
溜
ま
る
が
慌

て
な
い
。
家
庭
に
喜
び
到
来

か
。
依
頼
と
相
談
事
は
負
担

多
い
。
歯
の
具
合
で
対
処
。

九
月
の
運
は
本
調
子
で
は

な
く
現
状
維
持
。
仕
事
は
早

く
進
め
る
。
。
家
庭
に
謙
虚

さ
低
姿
勢
。
欲
を
か
か
ず
手

堅
く
。
足
腰
疲
れ
に
用
心
。

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

風
山
漸
初
六

九
月
筮―

山
天
大
畜
六
四

八
月
は
変
化
の
波
あ
り
停

滞
。
盲
動
し
な
い
。
先
例
や

常
識
の
範
囲
で
答
え
出
す
。

仕
事
は
明
確
に
進
め
、
家
庭

は
久
し
ぶ
り
に
顔
合
せ
。
財

布
は
締
め
る
。
体
調
安
心
。

九
月
は
運
が
上
向
く
。
予

定
の
行
事
を
済
ま
せ
る
。
日

頃
の
努
力
が
実
を
結
ぶ
の
で

継
続
。
仕
事
は
安
定
。
家
庭

に
団
欒
。
体
調
は
慢
性
症
に

用
心
。

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

天
山
遯
九
三

九
月
筮―

風
沢
中
孚
六
三

八
月
は
好
調
さ
を
取
り
戻

し
成
果
を
上
げ
る
。
理
想
よ

り
現
実
を
生
か
す
。
気
が
か

り
心
配
は
去
る
。
仕
事
は
本

音
で
語
る
と
き
。
炎
暑
の
対

策
を
。

九
月
は
環
境
を
一
新
し
た

い
気
持
ち
が
高
ま
る
。
公
私

共
に
慎
重
さ
と
謙
虚
さ
が
一

番
。
実
家
の
思
い
出
や
親
子

の
絆
を
強
め
る
。
循
環
器
を

大
事
に
。
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慶
峰

先
生

五
月
三
十
一
日
（
土
）
足

立
区
勤
労
福
祉
会
館
に
お
い

て
、
有
宵
会
の
定
期
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
宗

昡
先
生
の
司
会
の
も
と
、
福

田
先
生
の
ご
挨
拶
に
続
き
、

佐
藤
宗
昡
先
生
、
八
川
林
加

先
生
、
福
田
有
宵
先
生
か
ら

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

第
一
部佐

藤
宗
昡
先
生

気
学
に
お
い
て
、
一
生
の

流
れ
を
見
る
流
年
法
が
あ
り

ま
す
が
、
五
月
の
例
会
で
講

演
さ
れ
た
岸
浦
先
生
の
五
年

ご
と
に
取
っ
て
い
く
流
年
法

で
し
た
が
、
福
田
先
生
、
私

も
含
め
、
坎
宮
か
ら
始
め
て

九
年
ご
と
に
取
っ
て
い
く
流

年
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
流
派
よ

る
手
法
や
考
え
方
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
皆
正
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
相
に
お
い
て
も
、
Ｍ
字

線
と
言
わ
れ
る
、
マ
ネ
ー
、

お
金
持
ち
と
い
う
意
味
も
あ

り
ま
す
。
感
情
線
、
運
命
線
、

頭

脳
線
、
生

命

線
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、

マ

ス
カ
ケ
線

で

あ
れ
ば
、

Ｍ

字
線
に
は

な

ら
な
い
で

す
。姓

名
判
断

で

は
、
画
数

を

取
り
、
数

の

吉
凶
で
判

断

し
ま
す
。

流

派
に
よ
っ

て

は
旧
字
体

を

と
る
、
又

は

新
字
体
で

と
る
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
す
。

私
の
場
合
の
気
学
に
よ
る

流
年
で
は…

例
題
を
出
し
て

説
明
し
て
い
き
ま
す
、
私
自

身
を
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
説
明

致
し
ま
す
。

私
は
五
黄
年

七
赤
月

震

宮
傾
斜
の
生
ま
れ
で
す
。

○
父
の
田
舎
に
疎
開
、
三
歳

の
時
に
母
病
死
、
坎
宮
月
破

付
き
。

○
三
歳
〜
十
八
歳

叔
父
の
家
で
育
つ
、
叔
父

は
下
駄
の
職
人
で
あ
り
下
駄

屋
さ
ん
、
坤
宮
。

○
十
九
歳
〜
二
十
七
歳

大
学
受
験
失
敗
、
震
宮
五

黄
殺
。

○
二
十
八
歳
〜
三
十
六
歳

結
婚
、
バ
ブ
ル
景
気
、
世

界
行
脚
。
国
家
試
験
取
得
、

巽
宮
生
気
付
き
。

○
三
十
七
歳
〜
四
十
五
歳

独
立
事
業
の
開
始
と
失
敗

を
味
わ
う
。
濱
野
先
生
か
ら

福
田
先
生
の
紹
介
を
受
け
今

日
ま
で
至
る
、
中
宮
。

○
四
十
六
歳
〜
五
十
四
歳

冠
動
脈
の
異
常
で
第
一
回

の
心
臓
手
術
を
す
る
。
乾
宮

天
道
付
き
。

○
五
十
五
歳
〜
六
十
三
歳

第
二
回
目
の
心
臓
手
術
を

す
る
。
兌
宮
暗
剣
殺
付
き
。

○
七
十
三
歳
〜
八
十
一
歳

日
本
占
術
協
会
副
会
長
へ

の
就
任
、
退
任
を
す
る
。

私
の
場
合
の
九
年
毎
の
流

年
で
し
た
♪

正
に
こ
の
通

り
で
し
た
！

家
相
・
風
水

【
例
題
一
】

Ｎ
氏
（
四
十
五
歳
）
男
性

仕
事
が
な
か
な
か
上
手
く

行
か
ず
、
夜
も
寝
ず
に
仕
事

を
し
て
い
る
。
金
銭
的
に
も

苦
労
し
て
い
る
。
住
居
先
を

変
え
る
に
も
お
金
が
な
い
。

●
回
答
●

東
玄
関
で
あ
る
様
で
す
が
、

子
供
さ
ん
が
小
さ
い
方
の
様

な
の
で
玄
関
の
写
メ
を
送
る

様
に
依
頼
。

や
は
り
玄
関
に
問
題
あ
り
。

玄
関
は
常
に
綺
麗
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
気
の

多
く
は
玄
関
よ
り
入
る
も
の

で
す
。
必
要
以
上
の
履
物
は

置
か
な
い
。
常
に
整
え
て
お

く
事
を
指
示
。
子
供
さ
ん
が

片
付
け
る
様
に
な
っ
た
と
の

事
。
あ
と
が
楽
し
み
で
す
。

【
例
題
二
】

Ｙ
さ
ん
（
三
十
八
歳
）
女
性

結
婚
四
年
目
。
現
在
不
妊

治
療
を
三
年
続
け
て
い
る
。

高
額
治
療
で
も
あ
る
た
め
諦

め
た
ほ
う
が
良
い
か
？

●
回
答
●

先
ず
は
不
妊
治
療
を
休
ん

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
様
に
指

示
。
寝
室
を
北
側
に
移
動
。

北
の
方
位
に
ご
主
人
と
温
泉

に
行
っ
て
頂
く
様
依
頼
。
二

〇
二
四
年
十
月
排
卵
日
を
特

定
し
、
旦
那
様
の
協
力
を
仰

ぐ
。
二
〇
二
五
年
一
月
妊
娠

の
報
告
あ
り
。

【
例
題
三
】

Ｗ
さ
ん
（
四
十
歳
）
女
性

仕
事
に
お
い
て
部
下
運
が

悪
い
。
四
年
前
よ
り
グ
ル
ー

プ
長
と
な
る
。

●
回
答
●

自
宅
の
西
北
の
部
屋
が
仕

事
部
屋
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
状
は
か
な
り
乱
雑
と
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
仕
事
と

寝
室
が
一
緒
の
部
屋
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
分
け
て
寝
室

は
別
の
部
屋
に
す
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。

第
二
部八

川
林
加
先
生

【
会
員
登
録
内
容
の
変

更
に
つ
い
て
】

有
宵
会
に
届
け
て
い
る
ご

氏
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
占
名

（
新
規
登
録
を
含
む
）
、
住

所
、
電
話
番
号
に
ご
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
「
登
録
内

容
変
更
申
請
書
」
に
変
更
理

由
を
ご
記
入
の
う
え
、
必
ず

ご
本
人
か
ら
有
宵
会
事
務
局

に
ご
提
出
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
ご
事
情
が
あ
る
場
合
や
、

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
願
い

ま
す
。

【
個
人
情
報
の
保
護
と

知
的
財
産
権
に
つ
い
て
】

個
人
情
報
の
保
護
の
法
律

は
、
二
〇
〇
三
年
に
制
定
さ

れ
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は

役
所
等
で
台
帳
閲
覧
で
き
、

コ
ピ
ー
な
ど
を
と
っ
て
、
着
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物
の
宣
伝
な
ど
の
案
内
が
勝

手
に
送
ら
れ
て
く
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
は
大

規
模
に
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
事
業
者
を
対
象
と
し
て
努

力
目
標
か
ら
始
ま
り
、
現
在

ま
で
の
改
正
に
至
っ
て
は
罰

則
の
規
定
も
設
け
ら
れ
る
な

ど
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
二
年
四
月
一
日
の

改
正
で
は
、
フ
リ−

ラ
ン
ス

の
個
人
事
業
主
も
対
象
と
な

り
ま
し
た
（
個
人
情
報
保
護

の
法
律
の
適
用
除
外
ケ
ー
ス

を
除
く
）
。

個
人
情
報
と
は
、
生
存
し

て
い
る
個
人
の
情
報
で
あ
り
、

生
年
月
日
、
メ−

ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
の
組
合
せ
で
個
人
と

特
定
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
と

な
り
ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
ア
カ

ウ
ン
ト
や
ド
メ
イ
ン
名
な
ど
、

＠
（
ア
ッ
ト
マ
ー
ク
）
以
前

や
以
降
の
組
み
合
わ
せ
で
個

人
が
特
定
さ
れ
て
し
ま
う
も

の
も
該
当
し
ま
す
。

例
え
ば
、
鑑
定
会
な
ど
で

名
前
な
ど
の
個
人
情
報
を
紙

等
に
記
載
し
た
場
合
は
お
客

様
に
そ
の
ま
ま
返
す
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
情
報
は
守
秘
義
務
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
ハ
イ
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
情
報
は
保
管
方
法
が
難

し
く
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に

社
会
的
な
制
裁
も
厳
し
く
な

る
の
で
企
業
は
理
由
な
く
そ

の
情
報
を
取
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

占
い
の
相
談
内
容
も
人
種
、

宗
教
、
社
会
的
身
分
、
病
歴
、

犯
罪
履
歴
、
健
康
診
断
な
ど

は
、
ハ
イ
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な

情
報
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
有
宵
会
で
は
、
無
料
鑑
定

会
で
鑑
定
師
の
先
生
か
ら
と

り
ま
と
め
て
い
る
情
報
も
年

代
、
仕
事
運
、
健
康
運
な
ど

は
加
工
情
報
の
み
と
し
、
個

人
を
特
定
で
き
る
情
報
は
受

け
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ハ
イ
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情

報
を
取
る
こ
と
で
外
部
に
流

出
さ
せ
た
場
合
は
、
罰
則
だ

け
で
な
く
と
て
も
重
い
社
会

的
制
裁
が
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

著
作
権
は
、
絵
な
ど
の
著

作
物
を
無
断
で
使
わ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
権
利
を
守
る

も
の
で
す
。
他
者
の
著
作
物

を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
権
利
者
に
承
諾
を
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

写
真
は
、
撮
影
者
に
著
作

権
が
あ
り
ま
す
が
、
人
物
が

写
っ
て
い
る
場
合
は
そ
の
方
々

に
肖
像
権
が
あ
り
、
無
断
で

何
か
に
利
用
し
て
相
手
に
不

利
益
が
生
じ
た
場
合
な
ど
は

損
害
賠
償
請
求
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

一
例
で
す
が
、
記
念
と
し

て
撮
影
し
た
集
合
写
真
を

「
そ
の
ま
ま
の
状
態
」
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
す

る
場
合
は
、
写
真
の
利
用
目

的
が
変
わ
る
た
め
、
写
っ
て

い
る
人
全
員
の
同
意
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
衆
送
信
権
の
侵
害
と
は
、

著
作
者
の
相
談
や
許
可
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ

て
公
衆
向
け
に
著
作
物
を
載

せ
る
こ
と
等
を
指
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
営
業
す
る
と
し
て
、

Ｘ
（
旧T

w
i
t
t
e
r

）
、I

n
s
t
a

g
r
a
m

（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
、

Yo
uTu

be

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）

を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
著
作
権
、
肖

像
権
、
公
衆
送
信
権
す
べ
て

に
関
わ
り
が
出
て
来
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
占
い
で
使
用
し
た

鑑
定
書
の
保
管
方
法
は
と
て

も
重
要
で
あ
り
、
不
要
と
な

れ
ば
焼
却
す
る
な
ど
の
検
討

が
必
要
で
す
。
お
客
様
に
そ

の
場
で
情
報
を
返
し
、
情
報

の
保
管
を
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、

個
人
情
報
の
管
理
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

第
三
部福

田
有
宵
先
生

有
宵
会
に
お
い
て
占
い
の

技
術
を
高
め
る
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
室
が
あ
り
、
腕
を

伸
ば
し
て
ゆ
く
に
は
実
践
の

場
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
家

の
家
族
や
身
内
は
あ
ま
り
占

い
結
果
に
対
し
て
信
用
し
て

く
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

努
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

顔
な
じ
み
や
知
り
合
い
は
そ

れ
な
り
に
占
い
の
結
果
を
信

用
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
占
い
の
修
練
を
積

ん
で
い
く
場
と
し
て
、
検
見

川
神
社
の
神
易
館
が
あ
り
ま

す
。
神
易
館
は
、
株
式
会
社

で
運
営
し
て
い
ま
す
。
平
日

は
、
な
か
な
か
お
客
さ
ん
も

少
な
い
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

占
い
処
で
あ
る
た
め
、
鑑
定

師
の
先
生
方
も
お
客
さ
ん
に

対
し
て
上
手
に
答
え
を
出
し
、

対
応
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
お
客
さ
ん
か
ら
鑑

定
料
を
頂
く
と
い
う
こ
と
で
、

名
に
恥
じ
な
い
鑑
定
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
客
さ

ん
か
ら
頂
い
た
鑑
定
料
を
六

分
対
四
分
で
分
け
て
、
六
分

を
鑑
定
師
が
収
入
で
頂
き
、

四
分
を
会
社
に
納
め
る
こ
と

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
し
て
、
先

日
の
大
相
撲
で
優
勝
し
た
大

の
里
（
十
一
画
）
で
す
が
、

易
で
練
習
占
を
さ
れ
ま
し
た

か
？

易
の
技
を
磨
く
た
め

に
は
練
習
占
は
必
要
な
こ
と

と
な
り
ま
す
。

●
占
的

十
三
日
目
と
な
り
、

全
勝
か
一
敗
か
？

◯
兌
為
沢
の
初
九

兌
は
、
頭
が
欠
け
て
お
り
、

一
爻
欠
け
て
い
る
訳
で
す
。

仮
に
初
め
に
横
綱
へ
の
選
考

か
ら
落
ち
る
よ
う
で
あ
れ
ば

得
卦
で
沢
水
困
が
出
た
り
し

ま
す
の
で
、
横
綱
に
な
る
の

は
難
し
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

上
爻
で
あ
れ
ば
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
あ
り
、
初
爻
は
年
配
方

ま
た
若
年
層
の
支
援
が
高
く

な
り
ま
す
。

次
に
名
前
の
画
数
も
重
要

と
な
り
ま
す
の
で
画
数
別
に

見
て
み
ま
す
と

〇
十
一
画
／
率
直
、
真
っ
直

ぐ
、
あ
ち
こ
ち
見
て
伸
び
る

〇
十
三
画
／
華
麗
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
、
技
、
顔
が
良
い
、
自
信

家〇
十
七
画
／
実
力
人
気
あ
る
、

腹
は
と
て
も
悔
し
が
り
で
負

け
ま
い
と
す
る

家
相
で
北
向
き
、
北
に
面

す
る
と
親
子
関
係
が
良
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
家
相
で
は

な
く
、
お
相
撲
さ
ん
の
タ
イ

プ
に
北
向
き
と
い
う
渾
名
あ

だ
な
）
が
あ
り
、
北
向
き
は

変
わ
っ
て
い
る
、
変
人
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

〇
十
三
、
十
四
、
二
十
三
、

二
十
四
画
／
他
人
を
意
識
す

る
、
他
人
を
気
に
す
る
が
、

相
対
的
に
全
体
を
捉
え
て
ゆ

く
。次

に
先
程
配
布
し
ま
し
た

お
手
元
の
資
料
を
見
て
頂
き

た
い
の
で
す
が
、
本
命
星
だ

け
な
の
か
、
月
命
星
は
ど
う

な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

月
命
星
を
見
る
こ
と
で
、
人

物
の
性
格
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
併
せ
て
傾
斜
宮
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

①
方
位

②
人
物

③
運
気

の
３
種
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。
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例
え
ば
、
一
白
の
裏
に
は
九

紫
が
あ
り
ま
し
て
、
裏
に
あ

る
能
力
を
見
分
け
る
の
が
、

重
要
と
な
り
ま
す
。

一
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

〇
本
命
一
白
水
、
月
命
二
黒

土
（
土
剋
水
）

二
黒
の
体
質
も
あ
り
、
一

白
と
相
剋
で
も
あ
り
性
質
は
、

複
雑
と
な
る
。
口
に
出
さ
な

く
て
も
含
み
が
あ
る
。
気
を

使
う
方
が
多
い
。
仕
事
は
得

手
、
不
得
手
の
ど
ち
ら
か
に

分
か
れ
や
す
い
。

〇
本
命
一
白

水
、
月
命
三

碧
木
（
水
生

木
）要

求
に
対

す
る
不
満
は

月
命
星
か
ら

出
て
く
る
。

三
碧
が
一
白

を
推
し
、
一

白
は
十
分
に

人
ご
と
を
わ

き
ま
え
て
い

る
。
三
碧
は
、

機
会
が
あ
れ

ば
打
っ
て
出

る
時
が
あ
る
。

水
生
木
の
タ

イ
プ
で
論
理

的
に
話
を
し
て
い
く
と
良
い
。

自
分
の
能
力
を
高
め
て
、
自

信
を
つ
け
て
か
ら
出
る
と
良

い
。
三
碧
の
象
意
が
出
や
す

く
、
一
白
は
研
究
熱
心
。
暫

く
頭
を
下
げ
て
い
く
と
良
く
、

能
力
、
実
力
が
高
く
な
る
と

負
け
ま
い
と
す
る
気
持
ち
が

高
ま
る
。

〇
本
命
一
白
水
、
月
命
五
黄

土
（
土
剋
水
）

一
白
の
中
に
五
黄
が
あ
る
は

ず
が
、
ア
ン
パ
ン
の
ア
ン

（
五
黄
）
が
な
い
状
態
。
ア

ン
に
魅
力
が
あ
る
の
で
、
五

黄
が
ど
う
判
断
し
て
動
く
か

が
、
カ
ギ
と
な
っ
て
く
る
。

〇
本
命
一
白
水
、
月
命
六
白

金
（
金
生
水
）

月
命
六
白
と
離
宮
傾
斜
が

相
剋
と
な
る
た
め
、
考
え
過

ぎ
た
り
、
高
く
望
み
過
ぎ
た

り
す
る
。
プ
ラ
イ
ド
を
六
白

に
お
き
ま
す
。
陽
は
積
極
性
、

勝
ち
気
、
陰
は
守
り
、
弱
気
、

遠
慮
を
意
味
す
る
が
陽
同
士

の
金
生
水
に
な
る
。
月
命
六

白
の
金
が
リ−

ド
す
る
こ
と

か
ら
月
命
が
主
と
な
る
。
金

星
は
、
子
供
の
時
は
、
内
向

性
で
お
し
ゃ
べ
り
で
な
い
。

慎
重
な
性
格
で
も
あ
る
。

〇
本
命
一
白
水
、
月
命
九
紫

火
（
水
剋
火
）

水
剋
火
の
五
行
の
組
み
合

わ
せ
で
あ
り
、
お
互
い
に
合

う
合
わ
な
い
の
極
端
な
両
面

が
あ
る
。
激
し
い
情
愛
も
あ

り
、
一
般
に
一
白
と
九
紫
と

の
結
婚
の
組
合
せ
も
多
い
。

三
年
、
五
年
と
時
が
経
過
す

る
と
気
に
入
ら
な
い
と
こ
ろ

も
出
て
く
る
の
で
、
性
格
の

違
い
が
分
か
り
ま
す
。

あ
る
事
例
で
、
妻
九
紫
、

夫
一
白
の
組
み
合
わ
せ
の
ケ
ー

ス
で
喧
嘩
は
な
し
、
人
間
性

そ
の
も
の
も
深
い
。

妻
一
白
、
夫
九
紫
の
場
合

は
ど
う
か
、
ど
ち
ら
が
利
口

な
の
か
。
口
論
は
な
く
お
互

い
に
愛
し
合
う
関
係
に
あ
り
、

結
婚
前
に
お
互
い
に
分
か
り

合
う
こ
と
な
ど
、
違
い
を
理

解
す
る
こ
と
が
プ
ラ
ス
に
な

る
。そ

し
て
、
相
手
を
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
あ
げ
れ
ば
良

い
か
、
口
論
は
ど
こ
に
原
因

が
あ
る
の
か
等
の
注
意
点
を

取
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

例
え
ば
、
親
は
反
対
し
て

お
り
、
そ
れ
を
本
人
も
気
に

し
て
い
る
。
今
後
も
二
人
の

関
係
が
良
好
に
長
く
続
い
て

い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
お
互
い
の
配
慮
が
必
要
と

な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、

以
前
に
鑑
定
の
際
に
、
二
十

箇
条
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
書
い

て
あ
げ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〇
本
命
二
黒
土
、
月
命
一
白

水
（
土
剋
水
）

二
黒
を
優
先
し
、
一
白
は

抑
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
内
心

の
葛
藤
も
多
い
。

〇
本
命
二
黒
土
、
月
命
二
黒

土
（
和
気
）

同
じ
五
行
の
組
合
せ
で
、

比
和
と
い
わ
ず
、
和
気
で
あ

る
。
和
す
る
も
の
と
共
通
す

る
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
個

性
が
あ
る
、
信
念
も
あ
る
。

仕
事
、
事
業
に
燃
え
行
っ
て

い
く
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
個

性
派
が
多
く
、
な
か
な
か
平

均
を
求
め
る
こ
と
や
ま
あ
ま

あ
で
は
、
な
か
な
か
妥
協
出

来
な
い
場
合
が
多
い
。

〇
本
命
二
黒
土
、
月
命
三
碧

木
（
木
剋
土
）

本
命
を
剋
し
て
い
る
。
三

碧
の
有
意
性
、
大
き
な
決
断

を
す
る
。
本
命
を
主
体
と
す

る
が
月
命
が
上
に
立
つ
見
通

し
を
指
導
す
る
場
合
が
あ
る
。

木
剋
土
が
許
さ
れ
る
場
合
、

つ
ま
り
相
剋
で
も
許
さ
れ
る

事
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

と
思
い
ま
す
か
。
姓
名
判
断

の
場
合
を
参
考
に
す
る
と
、

木
剋
土
の
相
剋
を
許
し
て
い

ま
す
。
木
が
育
つ
た
め
に
は
、

木
剋
土
の
土
が
地
上
の
木
を

支
え
育
て
る
た
め
に
必
要
と

な
り
ま
す
。

月
命
を
ど
の
よ
う
に
取
り

上
げ
、
活
用
し
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
で
、
月
命
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

本
命
、
月
命
、
日
命
は
重
要

で
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

方
位
は
ど
う
か
、
人
物
は

ど
う
か
、
運
気
は
ど
う
か
。

こ
の
三
つ
を
捉
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

本
命
、
月
命
が
相
剋
と
な

る
と
運
気
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。
判
断
の
違
い
で
葛
藤
も

あ
る
が
、
人
間
性
を
高
め
る

こ
と
に
も
な
り
、
相
剋
で
切

磋
琢
磨
し
て
意
見
や
思
想
な

ど
考
え
が
違
う
こ
と
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
学
ぶ
こ
と
も
出
来

る
訳
で
す
。

本
命
、
月
命
の
最
大
吉
星

本
命
星
が
一
白
（
三
碧

四

緑

六
白

七
赤
）

月
命
星
が
五
黄
（
二
黒

六

白

七
赤

八
白

九
紫
）

両
者
を
生
か
す
た
め
に
は

共
通
星
を
探
す
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

・
一
白−

六
白
、
七
赤
（
金

生
水
）

一
白
は
親
で
あ
り
、
三
碧
、

四
緑
は
子
で
、
親
子
関
係
を

表
す
。
三
碧
、
四
緑
に
協
力

を
し
て
指
導
す
る
立
場
で
す
。

・
一
白−

三
碧
、
四
緑
（
水

生
木
）

方
位
取
り
で
ど
の
よ
う
な

作
用
、
影
響
が
あ
る
の
か
。

第１３０号 有 宵 会 だ よ り 令和７年７月吉日



助
け
に
な
る
の
か
と
い
う
問

題
は
、
本
命
の
吉
方
を
重
要

視
し
て
お
り
、
一
般
に
あ
ま

り
月
命
は
吉
方
取
り
の
参
考

と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
多

い
よ
う
で
す
。

対
人
関
係
で
は

一
白
男
性
、
九
紫
女
性
の

場
合
で
一
白
男
性
は
、
ス
ト

レ
ー
ト
に
言
わ
ず
後
回
し
に

言
っ
て
き
ま
す
。
仕
事
の
段

取
り
は
上
手
な
方
で
す
ね
。

お
見
合
い
の
席
で
は
、
ど
の

よ
う
に
い
う
べ
き
で
す
か
。

相
性
の
良
い
悪
い
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
人
の
人
間
性
を

生
か
し
て
い
く
の
が
大
切
と

な
り
ま
す
。

本
命
星
の
一
白
、
九
紫
の

み
の
性
格
判
断
の
み
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
結
婚
当
初
は

良
い
が
、
三
年
・
五
年
と
過

ぎ
る
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
恋
愛
と
結
婚
は
、
日

常
生
活
、
愛
情
表
現
な
ど
で

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
い

ろ
い
ろ
と
将
来
を
読
ん
で
参

考
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

事
業
の
成
功
は
、
レ
ー
ル

の
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
か
ど

う
か
が
あ
り
ま
す
。
傾
斜
宮

の
ど
の
位
置
に
あ
る
の
か
、

本
命
は
大
き
く
、
月
命
の
志

望
は
小
さ
く
乱
れ
が
あ
り
ま

す
。例

え
ば
、
住
居
の
移
転
を

し
た
場
合
に
お
い
て
、
判
断

の
順
序
は
、

①
運
勢
、

②
方
位
、

③
家
相

の
三
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

〇
本
人
の
時
期
と
し
て
運
が

伸
び
て
い
る
の
か
。
調
べ
て

良
い
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
何
か
を
カ
バ
ー

し
た
ほ
う
が
良
い
の
か
。
ま

た
、
不
足
し
た
部
分
を
補
う

た
め
に
吉
方
取
り
を
行
う
の

が
良
い
。

運
と
は
、
方
位
の
み
の
吉

凶
で
な
く
、
家
相
に
お
け
る

吉
凶
も
時
間
的
に
後
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
事
象
が
出
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

東
北
の
艮
宮
に
玄
関
な
ど

良
く
な
い
も
の
が
あ
っ
た
場

合
、
居
住
し
て
ゆ
っ
く
り
本

腰
を
入
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

何
か
事
象
が
表
れ
て
来
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
家
相
の
吉
凶

な
ど
事
例
で
覚
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
上
達
へ
の
秘

訣
と
な
り
ま
す
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

次
の
か
た
が
た
よ
り
、
有

宵
会
活
動
に
関
す
る
賛
助
金

を
賜
り
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
有
宵
会
賛
助
金
ご
協

力
者令

和
七
年
七
月
十
九
日
現

在
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福
田
有
宵

杉
本
侑
穂

慶
峰

阿
部
治

仁
科
朱
陽

戸
山
勝
機
（
教
室
門
人
）

＊
賛
助
金
を
銀
行
振
り
込
み

で
お
送
り
頂
い
た
場
合
は
、

会
報
誌
へ
の
掲
載
が
遅
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
卒
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

◎
行
事
・
活
動
報
告

《
鑑
定
会
報
告
》

今
年
の
七
月
も
亀
戸
文
化

セ
ン
タ
ー
様
主
催
の
「
は
ね

か
め
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、

無
料
鑑
定
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
会
報
発
行
タ
イ
ミ

ン
グ
の
関
係
で
、
詳
細
は
次

号
以
降
で
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―
―

《
イ
ベ
ン
ト
報
告
》

検
見
川
神
社

夏
越
大
祓
式

・
日
程
／
令
和
七
年

六
月
三
十
日
（
月
）

・
場
所
／
検
見
川
神
社
様

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

・
現
地
参
加
者

四
十
名

・
御
祈
祷
件
数

五
十
五

〈
会
場
出
席
者

氏
名
〉

（
敬
称
略
・
会
場
受
付
順
）

福
田
有
宵

岩
崎
杏
泉

宮
﨑
民
子

富
澤
岑
子

小
宮
有
里

仁
科
朱
陽

近
藤
幹
恵

大
鷲
公
子

安
齋
美
佐

宮
田
麻
有

渋
谷
由
紀
子

慶
峰

甲
本
安
紀
子

卯
月
亨

上
原
伯
禮

中
島
み
ゆ
き

濱
野
延
珠

深
町
侑
未

佐
々
木
陽
子

秀
和
仙
宵

南
亜
希

他
、
有
志
一
同

（
お
知
ら
せ
）

初
参
り
当
日
は
、
少
な
い

運
営
人
数
で
対
応
を
し
て
い

た
関
係
で
会
場
参
加
を
さ
れ

た
会
員
ご
氏
名
を
全
て
網
羅

で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
夏
越
大
祓
式
報
告

岩
崎
杏
泉

先
生

猛
暑
の
中
、
福
田
有
宵
先

生
と
有
宵
会
所
属
会
員
、
有

志
の
方
々
と
共
に
検
見
川
神

社
様
の
夏
越
大
祓
式
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
、

境
内
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
大

勢
の
氏
子
様
も
参
加
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
皆
で
大
茅
の

輪
く
ぐ
り
の
儀
式
か
ら
参
加

し
、
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に

付
い
た
半
年
間
の
穢
れ
を
祓

い
清
め
ま
し
た
。
ご
神
前
で

の
特
別
祈
願
で
は
、
参
加
者

各
々
が
心
願
を
祈
念
い
た
し

ま
し
た
。

神
社
様
で
参
加
を
さ
れ
た

有
宵
会
お
よ
び
有
志
皆
様
の

多
大
な
る
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
有
宵

会
が
参
列
す
る
に
あ
た
り
、

検
見
川
神
社
の
ご
神
職
様
四

名
の
か
た
と
、
有
宵
会
か
ら

は
安
齋
美
佐
様
に
受
付
等
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―

◎
次
回
行
事
予
定

《
鑑
定
会
情
報
》

＊
令
和
七
年
七
月
十
九
日
現

在鑑
定
会
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、

随
時
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

内
、
占
い
コ
ー
ナ
ー

・
日
程
／
令
和
七
年

八
月
十
七
日
（
日
）

十
時
～
十
五
時

・
場
所
／
江
東
区
東
大
島

文
化
セ
ン
タ
ー

（
最
寄
り
駅
：
地
下
鉄
都

営
新
宿
線

東
大
島
駅

大

島
口

出
口
よ
り
徒
歩
五

分
）

・
種
類

無
料
鑑
定
会
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＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
佐
藤

宗
昡
先
生
お
よ
び
、
有
宵
会

事
務
局
受
付
ま
で
。

―
―

―
―

―
―

―
―

◇
「
三
鷹
国
際
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
内
、
占
い

コ
ー
ナ
ー

・
日
程
／
令
和
七
年

九
月
二
十
一
日
（
日
）

十
時
～
十
六
時
半

・
場
所
／
井
の
頭
恩
賜
公

園
西
園
競
技
場
、
文
化
交

流
広
場
及
び
野
球
場
周
辺

（
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
・
吉
祥

寺
駅
か
ら
徒
歩
十
五

分

路
線
バ
ス
あ
り
）

＊
ご
出
演
い
た
だ
け
る
先
生

方
を
募
集
中
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
佐
藤

宗
昡
先
生
お
よ
び
、
有
宵
会

事
務
局
受
付
ま
で
。

《
再
掲
》

【
ご
協
力
の
お
願
い
】

近
年
は
、
各
自
治
体
や
イ

ベ
ン
ト
主
催
団
体
か
ら
、
占

い
コ
ー
ナ
ー
（
鑑
定
会
）
の

ご
依
頼
を
多
数
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
有
宵

会
の
鑑
定
会
に
ご
出
演
し
て

く
だ
さ
る
先
生
方
が
不
足
し

て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

福
田
有
宵
先
生
や
佐
藤
宗

昡
先
生
は
、
い
ま
だ
現
役
で

各
鑑
定
会
に
ご
出
演
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
有

宵
会
の
社
会
奉
仕
活
動
の
継

続
に
は
、
会
員
皆
様
の
ご
協

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

若
手
の
先
生
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生

方
の
お
力
も
お
借
り
で
き
ま

す
と
幸
い
で
す
。

ま
た
、
有
宵
会
所
属
会
員

の
門
人
に
あ
た
る
か
た
に
つ

い
て
は
、
若
手
育
成
の
観
点

か
ら
、
鑑
定
者
予
定
人
数
の

半
数
を
超
え
な
い
範
囲
に
は

な
り
ま
す
が
、
鑑
定
会
に
参

加
を
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援

を
し
て
お
り
ま
す
。

有
宵
会
の
活
動
に
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
方
は
、
福
田

有
宵
先
生
、
佐
藤
宗
昡
先
生

ま
た
は
、
有
宵
会
事
務
局
受

付
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

【
事
務
局
だ
よ
り
】

◆
次
回
例
会
の
お
知
ら

せ
◆

・
日
程
／
令
和
七
年

九
月
二
十
七
日
（
土
）

十
三
時
～
十
七
時

・
会
場
／
足
立
区
勤
労

福
祉
会
館
プ
ル
ミ
エ

第
二
洋
室
（
千
代
田

線

綾
瀬
駅
西
口

徒
歩
三
分
）

・
講
演
会
内
容
は
調
整
中

＊
有
宵
会
で
は
、
占
術
の
勉

強
会
や
無
料
鑑
定
会
開
催
の

他
に
、
講
師
の
育
成
に
つ
い

て
も
活
動
の
重
点
項
目
と
し

て
お
り
ま
す
。
例
会
で
は
、

会
員
に
よ
る
講
義
お
よ
び
占

例
の
発
表
が
定
例
で
予
定
さ

れ
ま
す
こ
と
を
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前
に
変

更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
各
種
の
更
新
情

報
は
、
有
宵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
定
期
的
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
要
必
読
】
会
員
更

新
手
続
き
に
つ
い
て

◆
年
会
費
／
八
千
円

◆
年
会
費
納
入
期
限
／
令

和
七
年
十
月
末
日
迄

＊
引
き
続
き
有
宵
会
の
会
員

と
し
て
ご
継
続
を
い
た
だ
け

る
か
た
は
、
七
月
の
総
会
以

降
、
十
月
末
日
ま
で
に
、
年

会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―

【
七
月
の
総
会
に
ご
欠
席

さ
れ
た
か
た
へ
】

令
和
七
年
六
月
末
日
時
点

で
会
員
と
な
ら
れ
て
い
る
か

た
に
は
、
七
月
の
総
会
後
、

会
報
誌
等
の
他
、
年
会
費
の

お
振
込
み
先
口
座
と
事
務
局

の
連
絡
先
を
記
載
し
た
ビ
ラ

を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

必
ず
ご
確
認
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
会
員
更
新
は
自
由
判
断
と

な
り
ま
す
が
、
退
会
を
ご
予

定
さ
れ
る
か
た
は
、
予
め
福

田
有
宵
理
事
長
に
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
事
務
処
理
の
関
係
で
、
十

月
末
日
迄
に
会
費
の
納
入
が

な
く
、
ご
継
続
の
ご
意
思
等

の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
会
報
誌
等
の
送
付
を

お
止
め
い
た
し
ま
す
。

＊
退
会
後
に
つ
い
て

退
会
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

岳
易
館
・
有
宵
会
の
肩
書
を

使
用
し
た
諸
活
動
を
ご
遠
慮

い
た
だ
き
ま
す
（
福
田
有
宵

先
生
の
特
別
な
ご
許
可
が
あ

る
場
合
を
除
く
）
。

＊
新
規
・
再
入
会
を
ご
希
望

の
か
た
は
、
随
時
、
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―

《
再
掲
》
【
登
録
内
容

に
ご
変
更
が
あ
る
方
へ
】

有
宵
会
に
登
録
し
て
い
る

ご
氏
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
占

名
（
新
規
設
定
を
含
む
）
・

ご
住
所
・
電
話
番
号
（
携
帯

電
話
番
号
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
を
含
む
）
に
ご
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、

「
登
録
内
容
変
更
申
請
書
」

に
変
更
理
由
を
ご
記
入
の
う

え
、
必
ず
ご
本
人
か
ら
有
宵

会
事
務
局
宛
て
に
届
け
出
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
登
録
情
報
の
変
更
は
、
基

本
的
に
ご
本
人
か
ら
の
申
請

で
受
付
を
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
者
か
ら
の
ご
依
頼
は
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
た

め
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
メ
ー
ル
や
電
話
の
み

の
ご
連
絡
も
同
様
の
理
由
か

ら
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

特
別
な
ご
事
情
が
あ
る
か
た

は
、
個
々
に
ご
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
事
務

局

受
付
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

＊
総
会
お
よ
び
例
会
に
ご
欠

席
さ
れ
た
か
た
で
ご
変
更
項

目
が
あ
る
か
た
は
、
事
務
局

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

「
変
更
申
請
書
」
を
別
途
、

後
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―
―

■
令
和
七
年
五
月
例
会

参
加
者

五
月
度
の
例
会
は
、
四
十

五
名
の
方
が
会
場
で
ご
参
加

を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会

の
終
了
後
は
、
有
志
の
十
二

人
が
懇
親
会
に
ご
参
加
を
さ

れ
ま
し
た
。

事
務
局
長

八
川
林
加

第１３０号 有 宵 会 だ よ り 令和７年７月吉日


